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ついては ,kineticな方按 ,path prc･habiH tymethod, 二時間グ リ
ーン関数法 ,緩和関数法が比較検討 され ･′それらの長所短所が明らかにされ





このグ,i,-プの過去 5年間の活動はプログ レスのサ ブ 'L/メントおよび コペ
ンハーゲンでの北大グ ループの報告で一段糖を画したC TLたがって今回は .
'過去と現在のまとめ 'と t将来計画 Tという二つの面VL蔓点をおいて議論
がなされた｡まだ解決のついていない問題 ,やらなければいけない問題 ,い
ろいろと出て将来計画が議論された｡ '役に立っ話 *と ■深刻な話 せとをう
まく詞和させてゆくことVL蓄点をおいた将来計画はいか虹あるべ きか という
ことに焦点があったように思 えるOそtLと ,グループが マンネ リに落ち入 ら
ない生きた有機体として活動す るため紅はいかにあるべきかということが真





Ⅲ 選挙の結果 ,委員長には宮原将平氏が再選 され ,幹事Kは委員皐 の指
名により小野局 ,泉 田修一の二氏が決った｡
(27 イ J物性研大学院 問題 , ロ )共同利用研究所の管理運営について ,
の報告があったO ロ )では学術会議委員会連絡会議共同利用研小委員




日まで阪大永宮研vL滞在 され るが ,この間 ,強磁 性緩和vL関す る韓別講義が
下記の ようvL行われ るO (時間は各日とも午後 2時- 5時 5 8
10月21日 Simpl主fied Desciptiol けfFprronlagrZetic
Relaxatiol arid SpinWalアeS (第5講義室 3
10月 25日 Reiaxat妄or3FrequeljCy Calciユlatior3S(第 1講義室 3
11月 11日 LineWidthswith Temperature Peaks(第5講義室 )
11月 15日 Kasuya-LeCrow,EddyCurren.t,andTwoMagnor)
Processes (第2講義室 )
11月 18日 ParallelPumping andTransverse Pumping
fnstabiiities (第 5講義室 )
中国学術代表団の来 日
中国学術代表団が 11月下旬より約-ケ月の予定で来日す ることになったQ
自然科学関係では ,物理 と菟象関係 の代表が各一名含 まれることになって
いるO物理の代表はまだ正式発表はないが ,隼洪柔氏 (高エネ ,i,ギ ー理論 )
になるもよう｡日本側 で予定している日程 FL上ると,11月 25日東京着で ,
訪 問地は ,東京 ,仙台 ,名古屋 ,京都 ,大阪 ,神戸 ,広島 ,il_=コで ,これ ら
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ニ ユ ー ス
各地で専門分野に関する講演会 ,研究会 ,及び一般講演会が計画 されている｡
物理部門の受入れの中心はBukuriの日中小委ULあ嘉｡
人 の うこ き




▲広地和夫氏 (東工大 )｡ 1〇月1日渡米0 1-2年間滞在され る予定O
住所 Institute for theStudy cfMptais}Univ･C･fChicago,
Chicago 10,日 日fJOis…U･S･fi･
▲ 輿地斐男氏 (阪大永宮研 jc このほど物性研 ･琴藩 主(芳田研 )の助手に
決定したQ
Ai)r･Lyons,･フ ,i,ブライ ト計画で ,物性研E,ll0月1日より1年間滞在さ
れ るo 専門は固体理論｡
▲橋爪夏樹氏 (お茶大理 )｡ アメ リカ 盲BM研究所虹滞在中であったが 9月
BrussplのProf･PrigogiTleのもとにLうつ られたo
▲北野芳治氏 (大阪帝大 ) ｡ 8月50日渡米 ,下記l･1約 1年の予定で滞在 さ
れる｡
住所 Departrnent ofPhysics,RiceUliversity,rrouston 1,
Texas,U.S.A.
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プ レ プ リ ン ト 寮 内
● Sur la polarisationdeSpildesElectror】sde
Conductihilitedar)s lpsMetauxFerromagr)etiques(E･
DanieletJ･Friedell即g,Kb〕




さ An AーnomalousSusceptibilitydue to paramagnptic
lmpuTities(T･盲zuyamal 〔Ng,Ks〕










a DynarlicalPropp･rtipsofan Tmplirity il theⅠねrdSphere
BoseGas(T.SodaJ 〔Ks〕
The forcebetween two impuritieshyarlexchange
r)fquasi-particle'scatterir)どof impuritybyquasi-
particle,ttleCerenkr)v radiatiolOfsoundquantaby
fast impurity are invest主gated･
【÷8◆る･-
掲 示 夜
〔註〕 〔-･〕 は所持されている研究室の略号 :Ng,､阪大茎 ･!永宮研 ;
Kb,東大理久保研 ;Um, 東大理植村研 ;Ks , 京大基研 .
掲 示 板
学校 ｢鞄球と物性物理 Iの開催
物性研究者のための成人学校 ｢地球と物性物理 ｣は下記のように開催 され
ることVLなりましたO参加者の公募は 10月 26日をもって一応〆切 りまし




学絞 ｢地球 と物性物理 i
主 催 : 基礎物理学研究所
と き : 12月2.5,4日
ところ : 基鍵物理学研究所













〔註〕 〔-･〕 は所持されている研究室の略号 :Ng,､阪大茎 ･!永宮研 ;
Kb,東大理久保研 ;Um, 東大理植村研 ;Ks , 京大基研 .
掲 示 板
学校 ｢鞄球と物性物理 Iの開催
物性研究者のための成人学校 ｢地球と物性物理 ｣は下記のように開催 され
ることVLなりましたO参加者の公募は 10月 26日をもって一応〆切 りまし




学絞 ｢地球 と物性物理 i
主 催 : 基礎物理学研究所
と き : 12月2.5,4日
ところ : 基鍵物理学研究所



















とは ,将来の物性の発展K関 して有益なものとなることが期待 され
るD
講 義 :各二時間程度 ,時間割は未定｡
小 野 周 :lntroductiol】
箕 村 茂 :高圧実験 ,高圧下の相転移
山 下 次 郎 :高圧下の固練電子構造
秋 本 俊 一 :マント′レの構造
島 田 康 男 :コアの問題
金 森 樽 雄 :コアの問題
上 田 誠 也 :地球の熟的歴史
力 武 常 次 :地磁気の諸間題
参加申込方法
〆 切 :1て月 15日
あて発 :京都市左京区北白川追分町京大基研 堀道子
お申込みの際 .下記の諸点を御記入下さいo
o氏名 o所属 o出席を希望する日 o宿舎の希望 (宿泊される
日 J o学校への希望｡




世話人 小 野 周
推 井 恒 丸
掲 示 板
" 物 性 論 研 究 〝に つ い て (最 終 報 告)
I-物性論研究 〝の残務に関しては同誌終刊号に処理方針を説明しましたO そ
の後 ,特に異なる御意見に接 しませんので ,お約束通 りの処置をしましたQ
こゝに報告します｡
10 10月末現在 (会計打切の際)の会計状況は次表の通 りですO
現 金 189,479 前 受 金 7,4占9
未 入 金 158,1 15 予 備 金 5 20,125
527,594
内 訳 未 入 金 前 受 金
大学一括 購入 21,290















4O上記2ロ,5℃)調整をへた上で ,残余の現金は金 18万 4479円とな り
ますが ･これはお約束 に従って琴 ′物性研究 一編集部 に送 りました0
50未入金の分は今後も通力 回収 し ,4C'と同様に処置いた しますが ,その
結果は適当な時機に御 報告い た します0
1965年 11月1日
富 田 和 久
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掲 示 板
静 岡 大 学 教 暫 学 部 助 手 の 公 募
1. 対 象 静岡大学教育学部助手 1名




(/Ⅵ 勤務地は浜松市 (教育学部浜松 分校)
4. 提 出書類
(パ 履歴書
桓1 研究歴 ･論文 リス ト
(/11成績証明書 (大学および大学院 のものj
(ニ1 健康診断書 (国 ･公立病院のもの)
匝1 上半身写真 (手札型)
5.選考方法
静岡大学教育学部の蔑考委員会で寄査の上 ,教授会が決定する｡
-19[)-



